
12
月
か
ら
1
月
ま
で
の
動
き

12
・
6(

土)

野
市
町
野
田
地
区

12
・
13(

土)

赤
岡
町
「
あ
か
お
か
北　

　　　　　　　　 

部
自
治
会
」設
立

12
・
21(

日)

野
市
町
野
地
地
区

1
・
2(

金)

野
市
町
深
渕
地
区

　　　　　　　　

野
市
町
山
下
東
地
区

1
・
3(

土)

野
市
町
上
分
地
区

1
・
4(

土)

野
市
町
仁
尾
島
地
区

1
・
10(

土)

野
市
町
山
下
西
地
区　

1
・
14(

水)

香
我
美
町
評
議
会　　

1
・
17(

土)

野
市
町
中
組
地
区

　　　　　　　　

野
市
町
父
養
寺
地
区

1
・
21(

水)

夜
須
地
区
代
表
者
会

1
・
23(

金)

赤
岡
町
別
所
山
地
区

1
・
25(

日)

野
市
町
西
町
北
地
区

1
・
31(

土)

野
市
町
東
石
家
地
区

　　　　　  　　

　
　

説
明
会
は
、
土
日
、
祝
日
、
夜
間

な
ど
関
係
な
く
開
催
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
集
ま
れ
る
最
適
な
時
間

帯
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

明
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

役員(10人)
自治会代表（９地区）
自主防災組織（９地区）

吉川消防団
吉川地区女性会

食生活改善推進協議会吉川支部
吉川小学校

吉川みどり保育所
吉川町民生児童委員協議会

香南市吉川支所
知識経験を有する者

まちづくり
協議会活動を
紹介します。

●

吉川地区は、人口約1,803人
（956世帯）の地域です。
協議会設立は平成25年5月。

津波避難タワー吉川海岸壁画

吉川海岸パトロール　　

吉川みどり保育園でオレンジの帽子を被って
夕涼み会のお手伝い

協議会の構成

お問い合わせ
地域支援課
☎57-8503

※来月号は野市町の東町・東中筋地区まちづくり協議会を紹介します

※評議会とは、香我美町の６地区の協議会長が集まる会議で、情報交換などの意見交換をしています。

★地区担当職員（３２人）

吉川町まちづくり協議会

説帯
に行事案内

どんど焼き

秋葉山旧正月ｳｫｰｷﾝｸﾞ

かがみ花フェスタ

山北地区まちづくり協議会
12時から浅上王子宮境内にて
おもちの振る舞いがあります。

岸本地区まちづくり協議会
9時30分から香我美駅北にて。

2.22

3.8から

西川地区まちづくり協議会
9時30分に西川公民館前へ集合
お弁当持参で！参加費無料。

2.19

まちづくり

　　吉川町まちづくり協議会は“地域内の住民相互

の親睦と交流、連携を図り活気に満ちて、明るく住

みよく、安心して暮らせる地域づくり”を目的とし

て、平成２５年５月１５日に発足しました。

　　主な活動としては、吉川町、香南市の未来を担う

子どもたちを健やかに育むため、学校・家庭・地域

が相互に協力しあう“吉川町こども応援隊”を組織し、地域住民等の参

画による地域の実情に応じた取り組みを行っています。具体的には、挨

拶運動・交通指導・児童の登下校見守りなどの児童安全指導、本の読

み聞かせ・地域学習・昔遊びの継承・学校行事などの学習支援活動な

どのほか、夏場には保育所での夕涼み会、夏休みのラジオ体操の支援

活動などを行っています。

 また、不法投棄が絶えず“不法投棄等重点監視地点”に指定されてい

る吉川海岸を、地域の財産として守ろうと環境美化活動に取り組んで

います。家庭ゴミや家電製品、ラッキョウの残りかすなど不法投棄が後

を絶たない状況であったため、「吉川町のことは吉川町の住民で守る、

不法投棄はしない、させない、許さない」をモットーに、まちづくり協議

会でも３人一組で監視活動のパトロールを行って

います。併せて、吉川みどり保育所、吉川小学校、

赤岡中学校、城山高校の生徒たちによる堤防へ

の壁画も作成しており、世代を超えた活動を継

続し、広めていきたいと思っています。

　　今後は、現在建設中の津波避難タワーを活用した津波避難訓練など

を自主防災組織と連携して行うなど、住民の声を聞きながら、吉川町を

より良くするために何をすべきか、地域住民が一つとなって知恵を出し

合い、さまざまな行事に取り組んで行きたいと考えています。

会長 北村　佶さん

市
長
談
話
室
25

おすすめの1冊おすすめの1冊おすすめの1冊おすすめの1冊

　

昨
年
９
月
、地
方
活
性
化
対
策
の
司
令

塔
と
し
て
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

本
部
事
務
局
」が
発
足
し
、11
月
に
地
方

創
生
関
連
２
法
案
が
可
決
・
成
立
し
ま
し

た
。

　

そ
し
て
昨
年
末
に
は
、人
口
減
少
と
東

京
一
極
集
中
を
是
正
す
る「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」と「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」が
示
さ

れ
ま
し
た
。総
合
戦
略
で
は
、「
①
地
方
に

お
け
る
安
定
し
た
雇
用
を
創
出
す
る 

②

地
方
へ
の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る   

③
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の

希
望
を
か
な
え
る 

④
時
代
に
合
っ
た
地

域
を
つ
く
り
、安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
と

と
も
に
、地
域
と
地
域
を
連
携
す
る
」の

４
つ
を
政
策
の
基
本
目
標
に
掲
げ
、全
都

道
府
県
と
市
町
村
に
お
い
て
、そ
れ
ぞ
れ

「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」と「
総
合
戦
略
」を
策
定

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
果
を
広
く
地
方
に

行
き
渡
ら
せ
る
た
め
に
、地
域
住
民
生
活

緊
急
支
援
の
た
め
の
交
付
金
が
交
付
さ

れ
ま
す
。こ
の
交
付
金
は
、地
域
消
費
喚

起
・
生
活
支
援
型
と
地
方
創
生
先
行
型
に

分
け
ら
れ
て
お
り
、前
者
は
地
域
の
消
費

喚
起
策
と
な
る
も
の
で
、プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
商
品
券
な
ど
が
対
象
事
業
に
な
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、後
者
は
国
の
示
し
て
い
る

４
つ
の
基
本
目
標
に
沿
っ
た
具
体
的
な
施

策
と
し
て
、香
南
市
版
総
合
戦
略（
平
成

27
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
ま
で
の
５
カ

年
分
）の
策
定
と
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に

よ
る
実
施
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
末
の「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」と「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」の
閣
議
決
定
に
続
き
、先
月
は
、「
地
方
へ
の
好
循
環
拡
大
に
向

け
た
緊
急
経
済
対
策
」を
踏
ま
え
た
２
０
１
４
年
度
補
正
予
算
案
と
２
０
１
５
年
度

政
府
予
算
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、国
の
地
方
創
生
の
決
定
を
受
け
、こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
施
策
を
更

に
実
施
で
き
る
よ
う
平
成
26
年
度
補
正
予
算
へ
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、「
香
南
市
版

総
合
戦
略
」の
平
成
27
年
度
策
定
に
向
け
、早
急
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
、こ
の
地
方
創
生
が
最
大
の
課
題
と
な
り
ま
す
。現
在
、協
議
を
行
っ
て
い

る「
産
業
振
興
計
画
」や「
人
生
支
援
」と
リ
ン
ク
さ
せ
な
が
ら
、市
議
会
や
市
民
の
皆

さ
ま
と
と
も
に
具
体
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

　　街場の戦争論　　街場の戦争論
　　　　　　　　　　　 内田 樹内田 樹/著

ご存知、内田樹の

「街場シリーズ」の

第４弾。同シリーズ

や日本辺境論など、

著者独特の視点から

含蓄とウイットに富

んだ文体がおもしろ

い！教育や外交、メディアなど幅広いテーマで

論じている著者が日本の戦争史や日本人の戦争

観について独自の角度で論じた一冊です。

◆
総
合
戦
略

地
方
創
生
①

〜
香
南
市
版
総
合
戦
略
の
策
定
に
向
け
て
〜 

◆
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
の

た
め
の
交
付
金

　新春恒例行事の一つに消防出初め式があり
ます。今年は１月11日（日）に吉川漁港西側の
駐車場で開催しました。
　昨年は８月の豪雨災害に始まり台風の多い
年で、消防団をはじめ関係の皆さまには本当に
お世話になりました。
　出初め式では、制服に身を包んだ香南消防
署と各消防団、赤いジャンパー姿の女性防火ク
ラブ、赤岡町少年防災クラブが分列行進。その
姿が心なしか例年よりまぶしく見えました。

　 　 　

※PDCAサイクルとは、Plan(計画)→Do(実行)→Check(評価)→Act(改善)の４段階を繰り返すことで
業務を継続的に改善していくことです

木

日

日

（関連記事9ページ）

31２０１５.２ 30 ２０１５.２


